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‐
佐
井
村

村
民
憲
章

匸

学
ぶ
意
欲
を
も
ち
、
知
性
と
良
識

心

あ
ふ
れ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。

匸

健
康
と
安
全
を
心
が
け
、

明

る
く
楽
し

い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

匸

勤
労
を
喜
び
、
力
を
合
わ
せ
て

豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
自
然
を
守
り
、
人
を
愛
し
、

心
や
さ
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

匸

心
身
と
も
に
健
全
な
子
四
育
つ

暖
か
い
家
庭
と
村
を
つ
く
り
ま
す
。

夢

ふ

く

ら

む

ワ

カ

メ

養

殖

「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
の
試
み
と
し
て

古
佐
井
地
区
の
漁
業
者
１０
名
が
、
古
佐
井
ゴ
モ

澗
沖
で
ワ
カ
メ
養
殖
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

青
森
県
内
、
県
外
各
地
か
ら
種
糸
が
取
り

寄
せ
ら
れ
、
６１
年
ｎ

月
に
養
殖
施
設
の
１００

皿

ロ
ー
プ
に
種
糸
が
捲
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

約
２
ヶ
月
後
の
６２
年
１
月
１２
日
に
は
い
い
も

の
で
は
、
ｌ
ｍ
の
長
さ
に
ま
で
成
長
し
て
い

ま
し
た
。
今
後
は
、
製
品
と
し
て
の
水
揚
に

向
け
て
２
月
に
は
選
別
作
業
に
入
る
予
定
で

す
。一
人
当
り
２００
皿
分
と
、
今
は
ま
だ
小
規
模

で
す
が
栽
培
漁
業
と
し
て
、
ま
た
計
算
で
き

る
漁
業
と
し
て
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

主 な 内 容

２ 街の話題

Ξ 矢越願掛岩（祀）

∠↓～已 教育だより

俳句と短歌教室

已～フ 社会教育だより

Ξ～ロ イ呆健嬋だより

１０～１１ 交ｍだより

１２ 税務だより

年金だより

鬪 歳時記

雪害に備えよう

惘 戸籍の窓口



新

春
恆

例
の
佐
井

村
消
防

団
出

初
式

が
、

一
月
三

日
、
古
佐

井
大

町
を

式
場

と
し

て
行

わ
れ

ま
し
た

。

八

分
団

か
ら
百

数
十
名

の
団
員

と
消

防
車

が
整
列

し
、
村
長

ら

の

観
閲

を
受

け
た

あ
と
、
古
佐

井
大

町
周
辺
を
堂
々
の
分
例
行
進
。

今
年
一
年
の
無
火
災
・
無
災
害

を
願
い
、
消
防
活
動
へ
の
決
意
を

新
た
に
万
歳
三
唱
を
し
て
式
を
閉

じ
ま
し
た
。

佐

井

村

消

防

団

長

表

彰

○
精
勤
章
（
優
良
団
員
）

第
一
分
団

紀

伊

光

一

竹

本

純

三

第
二
分
団

木

田

峰

芳

長

島

修

第
三
分
団

加

藤

謙

一

第
四
分
団

福

田

功

田

中

忠

幸

第
五
分
団

田

中

勝

年

東

出

一

夫

第
六
分
団

内

田

靖

第
七
分
団

柳

田

照

雄

第
八
分
団

竹

内

彦

三

○
感
謝
状（
一
般
協
力
者
）

高

橋

浩

子

菊

池

建

築

工

藤

昌

子

工

藤

陽

子

川
目
婦
人
協
力
隊

菊

池

繁

三

戸

陞

鹿

島

勝

伝

法

板

金

第

八

分

団

「
赤

十

字

社

員

増

強

運

動

月
間

」
で

す

目
標
額
四
三
九
、
〇
〇
〇
円
に

み
な
さ
ん
の
善
意
を

お
願
い
し
ま
す

赤
十
字
は
、
災
害
救
助
（
救
護

班
の
派
遣
、
救
援
金
品
の
募
集
及

び
配
分
、
救
援
物
資
の
備
蓄
、
災

害
見
舞
品
の
贈
呈
等
）
や
国
際
救

護
活
動
（
国
際
間
の
災
害
、
紛
争

動
乱
時
の
難
民
救
護
と
発
展
途
上

国
へ
の
援
助
）
等
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

地
球
上
で
は
、
毎
日
五
万
人
の

ひ
と
が
飢
え
で
死
ん
で
お
り
、
開

発
途
上
国
で
は
、
幼
い
生
命
の
二

大
パ
ー
セ
ン
ト
が
一
年
足
ら
ず
で

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
声
す
ら
あ
げ
る
こ
と
も

出
来
ず
に
飢
え
と
病
で
死
ん
で
い

る
の
で
す
。

赤
十
字
は
、
こ
の
危
急
（
静
か

な
る
悲
し
い
緊
急
事
態
）
に
対
応

し
、
人
道
的
立
場
か
ら
国
境
を
越

え
て
救
護
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三
年
前
か
ら
は
し
ま
っ
た
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
」
に
寄
せ
ら

れ
た
全
国
か
ら
の
義
援
金
二
八
億

六
百
万
円
は
、
東
南
ア
ジ
ア
、
ア

フ
リ
カ
、
メ
キ
シ
三
一
十
三
ヶ
国

の
危
急
存
亡
の
危
機
と
な
っ
て
い

た
水
（
井
戸
堀
り
）
、
食
糧
、
医
療

等
の
援
助
を
し
て
多
く
の
人
々
の

生
命
を
守
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
、
こ
の
瞬
時
に
も
、
ど
こ

か
で
苦
痛
を
訴
え
、
救
い
の
手
を

待
っ
て
い
る
人
々
が
い
る
の
で
す
。

赤
十
字
は
、
こ
の
人
達
に
遅
滞
な

く
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
使
命
か
お
り
、
ま
た
期

待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

赤
十
字
は
、
人
道
、
愽
愛
の
も

と
、
こ
う
し
た
活
動
展
開
の
た
め

に
二
月
一
日
か
ら
社
員
増
強
、
社

資
募
集
運
動
を
一
斉
に
行
い
ま
す
。

出
費
多
端
の
折
、
誠
に
恐
れ
入

り
ま
す
が
、
日
赤
佐
井
村
分
区
の

奉
仕
団
並
び
に
行
政
連
絡
員
の
方

に
お
伺
い
し
て
頂
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
節
に
は
未
加
入

の
方
は
加
入
し
て
頂
き
、
普
通
社

員
の
方
は
銀
色
特
別
社
員
に
、
銀

色
特
別
社
員
の
方
は
金
色
特
別
社

員
に
、
金
色
特
別
社
員
の
方
は
銀

色
有
功
章
に
と
、
赤
十
字
の
現
状

と
使
命
に
っ
い
て
格
別
の
ご
理
解

を
頂
き
、
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う

謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▲機械器具点検 ▲分列行進

▲表彰を受ける団員

世界平和のために

－５００万円贈るー
細
川
建
設
株
式
会
社
社
長
細
川

勇
次
氏
は
、
世
界
平
和
の
た
め
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
昨

年
十
二
月
、
個
人
の
浄
財
か
ら
日

本
赤
十
字
社
に
対
し
五
百
万
円
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

同
氏
は
、
こ
れ
ま
で
も
日
本
赤

十
字
社
に
多
額
の
寄
付
を
し
て
お

り
、
金
色
有
功
社
員
の
称
号
を
晉

け
て
い
ま
す
。



三

十
二
年
一
月
号
よ
り
続
く
）

○
神

威

岩

（
奥

尻

島

）

〇
神

威

岬

（

浜

頓

別

）

○
カ

ム
イ

ヌ

プ

リ

（

摩

周

湖

・

八

五

八

Ｍ

）

Ｏ

カ

ム

イ

ェ

ク
ウ

チ

カ

ウ

シ
山

言

高

山

脈

・

一

九

七

九

Ｍ

）

○
神

居

尻

山

（
九

四

七

Ｍ

）

○

カ

ム

イ

チ

ャ

ナ

イ
（
神

の

家

の

あ

る

川

）
、

古

平

の

弁

財

天

の

祠

の

あ

る

所

の

川

。

○
神

恵

内
（

カ

ム

イ

ナ

イ

）
、

神

恵

内

市

街

の

流

れ

る

川

。

Ｏ

カ

ム

イ

ー
イ

カ

ー
ウ

シ

（
神

が

い

っ

も

上

を

越

え

る

所

）

、

能
一
の

通

り

道

に

当

っ

て

い

た

所

か
？

、

川

白

と

オ

プ

カ

ル

石

の

間

の

地

名

、

神

恵

内

村

。

カ

ム

イ

ナ

イ

は

、

美

し

い

神

秘

な

沢

の

意

。
・
…
…

な

ど

が

あ

る

。

女

岩

の

埋

葬

品

オ

カ

ム

イ

サ

マ

…

…

何

と

ロ

マ

ン

に

満

ち

た

吁

び

名

で

は

な

い
か

。

オ

カ

ム

イ

サ

マ

は

、

初

は

古

く

か

ら

、

女

岩

の

絶

頂

に

祀

ら

れ

て

、

津

軽
海
峡

を
見
下

し
、
船

と
漁
業

の

安
全
守
護

神
と

し

て
、

崇
め

ら

れ

て
き
た

。

絶

頂
の
堂

宇
は

、

さ
え

ぎ

る
も
の

の
な

い
四
面
か

ら
、

風

・
雪

・
雨

を
ま

と

も
に

受
け

て
、

損
傷

が

早
く
何
度

も
建

直
さ
れ

て

い
る
。

戦
時
中

に
は
、

各
学
校

に
教

育

勅

語
を
安

置
し
た

、

「
奉

安
殿
」

と

い
う
、

神
殿
作

り
の
建

物
が

あ

っ
た
。

太

平
洋

戦
争
終

結
後
、

佐
井

小

学

校
の
奉

安
殿
を

、
女
岩

の
絶
頂

に

移
し
、
堂

宇
と

し
て
利

用
し

た
。

昭
和
三

十
年

の
初
め
、

風
雨

を

避
け

て
現

在
の
位

置

へ
建

立
し

、

今

日
に
至

っ
て

い
る
。

古
佐
井
岩

清
水
家

は
、

代
々

に

わ

た
り
自

性
院
と

名
の

る
修
験

で

あ

っ
た

。

第

九
世
の
昌

氏

（
当

主

芳
氏

曽
祖

父
）

は
、
大

正
十

一

年

一
月

二
十

六
口‥［
、

八
十
三
歳

を

も

っ
て
没
し
た

。

古
佐

井
の
故

太
田

俊
勇
夫

人
の
、

太
田
あ
い
氏
が
、
大
事
に
保
管
し

て
い
る
『
太
田
猛
勇
日
記
』
の
大

正
十
一
年
の
部
に
。

一
月
廿
六
日

大
寒

一
岩
清
水
昌
老
人
午
前
一
時
死
亡

一
本
日
悔
ノ
タ
メ
弔
問
ス

ー
午
后
通
夜
行
フ

ー
遺
言
二
（

神
式
ト
ア
リ
タ
ル
ヤ

ニ
聞
キ
タ
ル
ニ
仏
式
ナ
リ
ト
云

フ
…
…
と
、
記
さ
れ
て
い
る
。

遺
言
に
よ
り
、
そ
の
生
前
使
用

え
ほ
し

しゃ
く

の
「
烏
帽
子
」
「
笏
」
の
二
品
が
、

絶
頂
に
葬
ら
れ
た
。

オ
カ
ム
イ
サ
マ
…
…
時
間
と
空

間
の
き
び
し
い
流
れ
と
幅
に
、
長

々
と
耐
え
ぬ
き
、
今
も
ひ
っ
そ
り

と
咲
き
っ
づ
け
る
一
輪
の
花
に
も

似
た
Ｉ

こ
の
呼
び
名
は
、
民
俗

的
伝
承
語
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

皆
で
大
事
に
し
て
ゆ
き
た
い
も
の

で
あ
る
。

矢

越

八

幡

宮

寄

付

者

矢
越
八
幡
宮
は
、宝
暦
二
年
二

七
五
二
）
に
、
箭
根
森
八
幡
宮
か

ら
分
社
し
た
。

元
治
元
年

二

八
六
四
）
に
、

本
社
拝
殿
が
、
損
壊
は
な
は
だ
し

く
、
再
建
が
計
画
さ
れ
た
。

そ
の
時
の
『
八
幡
宮
再
建
寄
附

簿

矢

越

邑

』

に

は

、

佐

井

領

矢

越

邑

鎮

守

八

幡

宮

は

、

本

邑

矢

根

森

太

神

宮

の

末

社

に

し

て

神

威

の

高

験

な

る

こ

と

諸

人

の

知

る

と

こ

ろ

に

し

て

こ

れ

を

誌

る

し

に

及

ば

ず

然

る

に

本

社

拝

殿

悉

く

大

破

に

及

び

再

営

を

加

ふ

る

に

か
な
わ
ず

こ
れ
に
ふり

小

邑

の

力

に

不

叶

依

之

本

邑

諸

人

の

資

施

を

請

て

再

立

を

な

し

し

也

敬

白

維

時

元

治

元

年

矢

越

邑

甲

子

初

秋

氏

子

中

と

誌

さ

れ

、

寄

付

者

は

次

の

と

お

う

り

で

あ

る

。

一

金

百

疋

佐

井

村

肝

入

善

兵

衛

一

同

三

百

疋

松

谷

伝

四

郎

一

〃

五

拾

疋

樋

口

三

九

郎

一

金

〃

品

田

太

次

兵

衛

一

〃

百

疋

金

丸

屋

七

右

衛

門

一

〃

廿

五

疋

能

登

長

左

衛

門

一

″

壱

歩

長

福

寺

一

同

五

拾

疋

松

屋

半

四

郎

一

金

廿

五

″

吉

潭

屋

長

助

一

″

″

菊

池

伝

兵

衛

一

″

〃

品

田

多

兵

衛

一

二

一
百

文

阿

部

屋

儀

兵

衛

一

〃

五

拾

疋

奥

本

亀

吉

一

″

″

三

上

庸

達

一

百

文

泉

田

作
蔵

一

″

太
助

一

〃

佐
五

兵
衛

一

五
拾

文

与
吉

一

五
拾

文

法

性

寺

一

百

文

治
五
右

衛
門

一

″

吉
六

一

″

長
八

一

″

善

治

一

〃

石
松

一

″

金
丸

才
吉

一

二
百

文

石
松

一

七
拾

文

重
右

衛
門

一

百

文

発

信

寺

一

五
拾

文

市
佐

衛
門

（
次

号

へ
続
く
）



教
育
だ
よ
う

こ

ど

も

雑

感

佐
井
小
教
頭
浜

田

昭

三

学
級
担
任

を
は

ず
れ
て
二

年
、

当

初
は

ど
う
も
淋
し

く
て
し

か
た

が
な
か

っ
た
。
学

校
内
、

校
外
、

い
ろ
い

ろ
な
場
で
子

ど

も
だ
ち

と

か
か
わ

り
を
持
ち
た

い
。
学
級

担

任

で
は

で
き
な

い
面

か
ら

子
ど

も

を

知
る

こ
と
が

で
き
た
ら

、
そ

の

子

ど
も

を
通
し

て
共
通

の
意
識

で

教

育
活

勣
が
で

き
、
ま
た

、
間
接

的

に
家

庭
と
も

か
か
わ
り

を
持

て

る
と
考
え

た
ら

日
々
に
淋

し
さ

が

薄

れ
て

き
た
。

い
ま

、
ま
さ

に
真
冬

。
少
年

の

日
を
思

い
出
す

。
遊

び
は
ス
キ

ー

か
そ
り

。
し
か

も
自
家
製

。
用

具

だ

っ
て
ゴ

ム
長

靴
に
皮

の
締
具

の

雪
の
こ

ぶ
が
靴

の
下
に
着

い
て
滑

り
に
く

い
。
言
よ

け

の
は
ば
き

、

綿
入
れ

の
手
袋

。
ス

キ
ー

ウ

ェ
ア

の
な

い
い

た
っ
て
寒

い
い

で
た

ち

。

夕

方

、
家

へ
入

る

と
き

の
手

足
は

ガ
チ

ン

ガ
チ

ン
。

半

べ
そ
で

し

ま

つ
を
し
た
も
の
だ
。

降
り
し
き
る
雪
の
中
を
、
馬
方
の

大
声
に
励
ま
さ
れ
る
か
の
よ
う
に

湯
た
っ
た
釜
か
ら
噴
き
出
た
湯
気

の
よ
う
な
汗
を
発
散
さ
せ
、
た
て

髪
を
左
右
に
な
び
か
せ
、
荒
く
太

い
白
い
息
、
た
く
ま
し
い
大
き
な

蹄
を
、
雪
道
に
ガ
ッ
シ
、
ガ
ッ
シ

と
踏
張
っ
て
丸
太
を
地
引
き
し
て

い
く
馬
。

少
年
は
そ
の
冬
山
の
木
出
し
の
傾

斜
地
で
仲
間
達
と
喜
々
と
滑
っ
て

い
た
。
真
近
を
、
馬
と
馬
方
の
す

さ
ま
じ

い
ま
で
の
阿
吽
の
呼
吸

で
通
り
過
ぎ
る
様
子
に
強
く
心
を

魅
か
れ
た
。

「
よ
し
、
わ
い
は
あ
の
馬
の
よ

う
に
、
大
き
く
な
っ
た
ら
、
自
分

の
あ
り
っ
た
け
の
心
で
は
た
ら
く

人
に
な
る
ん
だ
。」

少
年
は
、
今
出
合
っ
た
馬
の
姿

に
自
分
の
生
き
方
を
感
じ
た
。
そ

れ
か
ら
ず
っ
と
少
年
の
心
に
生
き

て
き
た
。

時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
こ
の
よ

う
に
自
然
や
動
物
、
た
く
さ
ん
の

人
々
と
の
出
合
い
か
ら
人
生
観
や

意
欲
を
感
じ
た
り
学
び
と
っ
た
り

す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

春
に
な
れ
ば
三
度
目
の
新
入
生

を
迎
え
る
。
初
々
し
く
、
生
き
生

き
と
輝
く
眼
の
、
未
知
無
限
の
力

を
秘
め
た
子
ど
も
だ
ち
と
出
会
え

る
と
思
う
と
わ
く
わ
く
す
る
。

こ
こ
二
年
、
毎
朝
決
っ
た
時
刻

に
家
を
て
る
。
学
校
ま
で
約
十
五

分
。
急
い
で
十
二
上
二
分
。
子
ど

も
だ
ち
と
の
第
一
の
出
合
い
で
あ

る
。
◇
定
時
に
家
を
出
る
。

◇
五
分
早
く
出
る

◇
五
分
お
そ
く
出
る

で
出
合
う
子
ど
も
は
み
な
異
な
る
。

子
ど
も
た
ち
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
リ

ズ
ム
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
リ
ズ
ム
が
と
て
も
一
日
の
中

で
重
要
で
あ
る
。

ど
の
子
も
と
て
も
親
し
み
が
あ
る
。

み
ん
な
素
直
で
あ
る
。

○
い
つ
も
言
合
い
を
楽
し
ん
で
い

る
か
の
よ
う
に
後
に
な
り
先
に
な

り
し
て
、
風
の
朝
は
妹
を
か
ば
っ

佐
井
村
中
央
公
民
館

俳

句

と

短

歌

教

室

俳

句
川
岸
キ
ョ
子

〈
叔
母
と
温
泉
へ
〉

老
い
共
に
背
を
流
し
合
う
初
笑

書
初
の
達
磨
大
師
を
連
れ
帰
り

洗
い
髪
夜
し
ん
し
ん
と
雪
積
る

寒
の
水
餅
を
沈
め
て
年
重
ね

浜
中

よ
ん

若
水
を
飲
み
て
新
た
な
力
と
す

年
賀
状
く
り
返
し
読
む
は
る
か
友

年
賀
状
カ
ラ
フ
ル
に
今
の
世
を
映

し寒
梅
に
霧
吹
き
蕾
そ
だ
て
つ
つ

中
谷
サ
ツ
エ

せ
か
せ
ら
れ
嫁
髪
結
い
る
年
の
暮

雨
戸
越
し
力
－

テ
ン
揺
る
が
す
師

走
風
雪
の
無
き
北
国
の
村
森
暗
し

婿
共
に
里
帰
り
く
る
初
の
春

三
上

敏

肆
や
亡
き
母
の
齢
想
い
け
り

ひ
と
り
居
の
女
の
ひ
と
日
倅
か
み

ぬ

三
戸

き
み

大
雪
を
眺
め
浮
び
し
嫁
ぎ
し
日

田
名
部
ヒ
サ

三
声
鳴
き
飛
び
た
ち
に
け
り
寒
鴉

白
鳥

の
声

色
り

き
り
と
明

け

る
朝

上

山

実

飛

び
ひ

そ
む
旒
影

は
や

し
山
木

立

孫
去

り
て

心
み
だ

る

る
秋
の
風

菊

池

み

や

残
菊
の
弓

な
り
に

し
て

雪
を

負
い

集
会
の

顔
浮

き
き
た

る
星
月
夜

泉
田

タ
ッ

冬
鳥
の

飢
え
て

い

る
ら
し
枝
の

上

歳
時
記

に
冬
の

季

多
し
ボ
ケ

ら
れ

ず

田
名

部
ヒ
サ

地
吹

雪
が

創
り
て
去

り
し
白

砂
丘

若
山

悦
子

何

も
か

も
無

か
っ

た
ご

と
き
深
雪

晴こ
の

雪
を

激
す

る
胸
に
貯

め
お

き

し台
風

過
朝

一
匹
の

金
魚
死

す

〈
右
大
臣
源
実
朝
忌
〉
＝一
上

敏

子

草
枯

れ
て

兵

ら
の

夢
よ
実

朝
忌

大
石

健

次
郎

若

さ
日
の

夢
な

お
捨
て

ず
実
朝

忌

兵

馬
の
權

む
な
し

く
「
死

」
と
「
詩

」

の
実

朝
忌

蜆
汁

十
三
砂

山
の

は

る
か
な
り

漁
師

や
め

い
ま
だ

も
止

め
ず
鰈
干

し小

町
忌

や
顔
の

皺
気
に

妻
老
ゆ

る



て
歩

く
Ｎ

兄
弟

。

Ｏ
心

の
や

さ

し

い
級
友

に

毎

日
手

を

か
し

て

も
ら

い
弟

と
楽

し

い
話

し

を
し
な

が

ら

の
Ｎ

兄
弟

。

Ｏ

入
学
当

時
思

う

よ
う

に

歩
け

ず

姉
に

怒
鳴

ら

れ

て
泣

い

て
い
た

Ｎ

君

は
、

い
ま

で

は
立
派

に

一
人

立

Ｏ

七
時

前
に
家

を

出

て
サ

ッ
サ

ッ

サ

ッ
と

小
気

味
よ

く

庭
花

を
眺

め

な

が
ら

学
級

一
番

乗
り

の

Ｓ
さ

ん

里

豕
を

出

る
の
は

七
時

前

だ

が
、

距

離

は

あ
る

に
し

て

も
や

た
ら

に

時
間

の

か
か

る
Ｓ

君

。
等

々
、

ま

だ
ま

だ
書

き
た

い
子

ど
も

が

い
っ

ぱ

い
い

る
。

私

も
ふ

く
め

た
大

人

は
、

時
聞

か
か

か

る
と
「
道

草
を

し
て
い
る

。」

と

小

ご
と

を

い
う

。

子

ど

も
達
は

た
し

か

に
学

校
を

め

ざ

し
て

い

る
の
で

あ

る
。

急

ぐ

で

も
な

く

途
中

、

目
に

つ
く

あ
ら

ゆ
る

も
の

に
心

を
奪

わ

れ

る
。

ホ

走
り

か
と

思
え

ば

急
に

し

や

が
ん

で
、

路
上

の
虫

を

見

つ
け

て

は

な
し

か
け

る

。
缶

が

こ
ろ

か

っ

て

い
れ

ば

ボ
ー

ル
代

わ

り
に

蹴
り

歩

く

。
丸
太

が

あ
れ

ば

飛
び

上

が

り

、
大

が

い
れ

ば
呼

び

か
け

て
顔

を

す

り
よ
せ

頭

を
な

で

る
。

つ
ま
ん

だ
り

、

叩

い
た
り

、

踏

ん
だ
り
、
見
つ
め
た
り
体
全
体
で

対
話
し
な
が
ら
登
校
す
る
。
実
に

楽
し
そ
う
で
生
き
生
き
し
て
い
る
。

こ
ち
ら
も
っ
い
そ
の
気
に
さ
せ
ら

れ
る
。
し
か
し
、
み
ん
な
み
ん
な
そ
う

と
は
い
か
な
い
。

「
お
早
よ
う
」
に
返
す
「
お
早

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
は
い
い
。
と

こ
ろ
が
返
っ
て
こ
な
い
の
も
あ
る
。

返
る
も
の
に
も
い
ろ
い
ろ
だ
。

元
気
の
な
い
声

明
る
く
は
ず
ん
だ
声

に
こ
や
か
な
顔

沈
ん
だ
顔

う
つ
む
い
た
眼

輝
い
た
眼

は
ず
ん
だ
足
ど
り

重
い
足
ど
り

個
人
差
は
あ
る
に
し
て
も
、
こ
れ

か
ら
勉
強
へ
出
か
け
る
と
い
う
の

に
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
表
情
が

ち
が
う
の
だ
。

こ
れ
か
ら
仕
事
に
出
か
け
よ
う

と
し
て
い
る
大
人
も
こ
う
な
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
日
の
始
ま

り
に
い
ち
ば
ん
望
ま
し
い
の
は
ど

れ
で
す
か
。

こ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ
な
の
は
、

前
夜
か
ら
、
朝
起
き
て
玄
関
を
出

る
ま
で
の
家
族
と
の
出
合
い
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
で
す
か
。
？

私
た
ち
子
ど
も
を
持
つ
親
の
願

い
は
み
ん
な
同
じ
で
す
。
よ
い
子

に
伸
ば
し
た
い
、
育
て
た
い
。

学
級
で
は
朝
い
ち
ば
ん
に
ひ
と

り
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
表
情
を
見

の
が
さ
な
い
よ
う
に
特
に
心
を
配

る
。
朝
の
出
合
い
が
そ
の
日
の
子

ど
も
に
と
っ
て
充
実
し
た
日
に
な

る
か
ど
う
か
が
か
か
っ
て
い
る
の

だ
。
子
ど
も
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
自
分
な
り
に
学
習
を
し
て
い

る
。あ
ら
ゆ
る
出
合
い
の
中
で
自
分

の
中
に
組
み
込
ん
で
い
く
の
で
す
。

そ
の
一
部
分
が
人
生
を
方
向
づ
け

る
こ
と
が
あ
る
。

つ
ま
ら
な
い
こ
と
だ
と
言
わ
れ

る
か
も
わ
か
ら
な
い
が
日
々
の
子

ど
も
達
の
朝
の
出
合
い
で
観
た
こ

と
か
ら
家
族
の
皆
さ
ん
に
、
生
き

生
き
と
、
は
ず
ん
だ
足
ど
り
で
玄

関
を
送
り
出
す
朝
の
出
合
い
を
心

か
ら
願
い
た
い
。
大
好
き
な
大
好

き
な
子
ど
も
だ
も
の
た
め
に
。
無

限
の
可
能
性
を
持
っ
た
子
ど
も
達

を
伸
ば
す
た
め
に
。

短

歌

中
谷

サ

ツ
ェ

七

種
の
汁

椀
持

ち
し

が

思
わ

ず

も

箸

冷
た

く
て

膝

に
こ

す

り
つ

浜
中

よ

ん

出

初
式

の

号
令

か

か
り

高
々

と

繼

の

手
振

り

は
寒

気

を
散

ら
す

千

両
花

の

紅

き
実

を
盛

る
鉢

一
つ

夜

寒

を
思

い
箱

に
て

囲

う

川
岸

キ

ヨ
子

年

頭
の

い

さ

さ
か
の

計

も
つ

夜

半

に

し
て

夫

の
寝

息
の

安

ら

か
な

る

も初

日
見

て

凛
々

し

き
姿

の

わ
が
甥

は

首
相

護

衛
に

出
で

て

行

く
な

り

笹

竜
胆

の

花
ゆ

れ
風

の

立
つ

と

き

に

逝

き
た

る
友

よ
思

い

は

多
し

菊
池

み
や

今

日

も
ま

た
生

活

を
つ

な

ぐ
縫

針

の

細

き
を

た
の

み

明
日

を

想
い

り

冬

の

夜
の

静
寂

を

ひ
と

り

醒
め

お

れ
ば
明

日

縫

う
絹
の

い

ろ

ど
り

浮

か
ぶ

「

山
立

て

る

」
漁

師
言

葉

を
ふ

と

お
も

う
海
へ

出

て

ゆ

く
亡
父

ら

使

い

し

雪

深

く
遠

き
灯

火

洩
れ

み

ゆ
る

辺

り

よ
今

も

思
い

残

れ

る
（
終
戦
時
の
景
）

上

山

実

（
五
十
六
年
一
月
・
湊
谷
氏
）

ヒ

バ

繁

る

大

山

沢

の

巨

き

樹

に

う

ち

潰

ぶ

さ

れ

て

雪

染

め

絶

え

り

君

逝

き

し

現

場

に

悼

み

佇

ち

お

れ

ば

山

鳴

り

遠

く

雪

ひ

か

り

い

る

亡

き

友

の

妻

仏

前

に

頭

垂

れ

肩

ふ

る

わ

せ

て

座

り

耐

え

い

る

大

石

健

次

郎

（
昭

和
四

十

八
年
龍

飛
崎

）

濤

が

し

ら

白

く

果

よ

り

み

だ

れ

く

る

雨

霧

疾

し

龍

飛

の

崎

は

崖

肌

の

背

だ

け

ち

ぢ

み

し

林

な

か

霧

迫

り

き

て

濳

む

赤

啄

木

鳥

沖

潮

の

か

ぐ

ろ

き

渦

の

渦

を

生

み

霧

の

巌

場

を

打

ち

な

ら

し

日

本

海

の

う

ね

り

大

き

く

散

る

巌

に

夏

鵜

の

一

羽

構

え

く

ず

さ

ず

ス

カ

シ

ユ

リ

ー
キ

ス

ゲ

の

花

む

ら

揺

れ

な

び

き

海

霧

晴

れ

て

風

た

ち

そ

め

る

海

霧

の

雫

し

た

た

ら

す

風

露

草

の

紅

む

れ

る

こ

こ

は

最

果

襞

き

ざ

み

権

現

崎

は

青

翳

り

洩

れ

光

あ

び

つ

つ

落

ち

沈

み

ゆ

く

宮

川

年

晴

（
昭
和
五
十
一
年

八
月
十
五
日
・
竹
内
兎
陽
氏
を
囲
み
て
）

今

も

な

お

大

人

が

役

所

に

お

り

し

こ

ろ

歌

い

し

歌

を

口

誦

さ

む

な

り

新

政

は

今

の

富

貴

か

携

え

て

松

谷

大

人

と

飲

み

し

よ

き

こ

ろ



沚
龠
臘
肓
紀
よ
り

原
田
地
区

－

公
民
館
ま
つ
り

一
月
六
日
（
火
）
午
前
十
時
か

ら
、
明
る
い
地
域
づ
く
り
と
地
区

公
民
館
事
業
の
普
及
を
目
的
に
、

原
田
地
区
公
民
館
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
正
月
以
来
の
好
天
に
恵

ま
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
人
々
が
出
漁

し
、
出
足
が
に
ぶ
か
っ
た
も
の
の

老
若
男
女
が
一
同
に
会
し
、
語
り

合
い
、
芸
能
を
披
露
し
、
楽
し
い

場
と
な
り
ま
し
た
。

最
初
に
藤
田
地
区
公
民
館
長
の

あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
来
賓
の
紹
介

に
続
い
て
さ
っ
そ
く
芸
能
の
部
へ

と
移
っ
て
行
き
ま
し
た
。
子
ど
も

会
の
神
楽
（
昨
年
第
一
回
下
北
子

ど
も
会
郷
土
芸
能
発
表
大
会
に
出

演
）
、
共
済
会
の
ま
つ
り
ば
や
し

等
の
郷
土
芸
能
、
婦
人
部
の
新
舞

踊
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を

生
か
し
発
表
し
ま
し
た
。

原
田
地
区
公
民
館
で
は
、
過
去

に
公
民
館
ま
つ
り
を
実
施
し
た
経

緯
も
あ
り
地
域
に
根
ざ
し
た
公
民

館
活
動
に
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

・
地
域

に

開

か

れ
た

家

庭

教
育

・
乳

幼

児

期

の
家

庭

教
育

ふ

★
生
活
を
通
し
て
育
て
る
自
立
心

失
敗
経
験
の
必
要
性

子
供
は
遊
び
や
生
活
の
中
で
「
成

功
経
験
」
や
「
失
敗
経
験
」
を
し

て
い
く
の
で
す
が
、必
ず
し
も
「
成

功
経
験
」
だ
け
が
大
切
で
な
く
、

む
し
ろ
「
失
敗
経
験
」
が
必
要
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
「
成
功
経
験
」
は
、
喜
び
や

自
信
に
つ
な
が
り
、「
失
敗
経
験
」

は
、
創
意
工
夫
や
努
力
す
る
心
を

育
て
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
バ
ラ
ン

ス
に
よ
り
、
自
立
心
が
育
っ
て
い

く
の
で
す
。

「
お
か
あ
さ
ん
、
茶
わ
ん
ふ
く

の
手
伝
っ
て
も
い
い
」
と
子
供
が

言
え
ば
「
い
ら
な
い
よ
、
茶
わ
ん

こ
わ
す
と
大
変
だ
か
ら
」
と
母
親

が
言
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、
風
呂

あ
が
り
に
、
自
分
で
下
着
の
ボ
タ

ン
を
か
け
よ
う
と
子
供
が
苦
労
し

て
い
る
と
、
「
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い

た
ら
風
を
ひ
く
よ
」
と
大
人
が
手

を
貸
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
す
る
と
、
子
供
に

は
失
敗
の
チ
ャ
ン
ス
が
全
く
な
く

な
っ
て
し
ま
い
、
苦
労
し
て
自
分

で
成
し
遂
げ
る
こ
と
も
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
大
人
た
ち
が
、

子
供
の
失
敗
し
そ
う
な
こ
と
を
あ

ら
か
じ
め
読
み
耿
っ
て
、
そ
れ
に

近
づ
け
な
か
っ
た
り
、
代
わ
っ
て

大
人
が
や
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る

と
、
自
立
心
ど
こ
ろ
か
、
依
頼
心

の
強
い
子
供
に
育
て
て
し
ま
い
ま

す
。

元

気

に

走

り

初

め

元

旦

走

ろ

う

会

毎
年
恆
例
の
元
旦
走
ろ
う
会
が

今
年
も
箭
根
森
八
幡
宮
境
内
か
ら

佐
井
診
療
所
ま
で
の
往
復
＝
Ｉ
ス

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
約

四
十
名
の
参
加
者
が
午
前
八
時
に

集
合
し
匸
フ
ジ
オ
体
操
の
後
さ
っ

そ
く
挑
戦
し
ま
し
た
。

第２回下北子ども会
郷土芸能発表会

日時 昭和６２年２月８日（日）

１１：００～１５：００

場所 下北文化会館（むっ市）

テ レ ビ 家 庭 教 育 番 組

親 の 目 子 の 目

親と子 の 身 近 な 問 題 を考える

青 森 放 送・北 海 道 放 送 毎 週 水 曜 日

午 前１１：００～

●２月４日 農学園の少女たち一 少女たちの進路

若者の農業離れが進む中で、黙々と畑

を耕している少女たちがいる。彼女だ

ちがどんなふうに変化し、成長してい

くのかを追う。

●２月１旧 ただいま一 放課後の生徒の行動

子ども達の放課後から 帰宅するまでの

行動を追い、子ども達がどういう状況

の中にいるのかを探る。

●２月１８日 ４人のヨットマンー 父親との距離

父と子のふれあい が、互いに何を生み

出しているのか、そして父と子の関係

はどうあればよいのかを考えてみる。

●２月２５日 鍛冶屋の父子一 父と子のふれあい

自分の仕事を子どもにわかつてもらい

たい父親の願いについて考えてみる。

■企画・制作／ ◆◆民間放送教育協会 ・ 協力／文部省



寄稿

小

説
「

望

郷

」
を

読

ん

で

思

う

事

（
旧
姓
竹
内
）
津

田

ゆ
ふ
子

九
月

十
三

囗
、
七

回
忌

を
む

か

え

た

父
の
、
納

骨
の

た
め

に
郷
里

を
訪
れ

た
私

は
、
佐
井

小

学
校
に

一
年
間

在
学
し

、
十

七
歳

の
頃
に

、

母

方

の
祖
父

の
葬
儀

に
、

一
度
帰

郷
し

て
以
来

、
い
っ

の
間

に
か
三

十
年
間

も
、

佐
井
村

に
帰

っ
て

い

な

か

っ
た
。

父
祖

、
伊

勢
屋
竹
内

徳
兵

衛

の
、

遭

難

の
史
実

が
、
三

浦
哲
郎

先
生

の
小

説
に
な

る
、
と

聞
か
さ

れ
た

の
は
、
納

骨

の
日
で

あ

っ
た

。

厳
寒

の
氷

の
海
を

、
半
年

間
石

澤

流
し

、
よ
う
や

く

カ
ム
チ

ャ
ツ

カ
の
、

オ
ン
ネ

ロ
タ

ン
島
に

た
ど

り

着

い
た
時

に
は
、

八
入

が
す
で

に

亡
く
な

り

、
遺
骸

は
千
二
百

石

の
多
賀

丸
に

、
安
置

し
た
ま

ま
の

、

鬼

気
迫

る
、

凄
ま
じ

い
遭
難

記
を
、

ど
の
よ

う
に
小

説
と
し

て
、

昇
華

し

て
く

だ
さ

る
の
か

、
伊
勢

屋
の

娘

と
し

て
、
無

関
心

で
は

い
ら

れ

な

い
。

氷
点
下

四
十
度

に

も
、
五
十

度

に

も
凍

る
、
北

の
冬

の
海
を
、

想

像

を
絶
す

る
生

と
死
の

、
恐
ろ

し

さ

を
体

験
し
、
生

存
し
た

十
人

は
、

生
涯
郷
里
に
戻
る
事
は
出
来
な
か

っ
た
。
乗
組
員
の
無
念
は
計
り
し

れ
ず
、
思
う
だ
に
胸
が
痛
む
。

イ
ル
リ
ー
ツ
ク
に
、
伊
勢
屋
竹

内
、
と
書
か
れ
た
墓
か
お
る
そ
う

だ
、
一
度
詣
り
た
い
、
と
云
っ
て

い
た
父
で
あ
っ
た
。

恵
れ
ず
帰
ら
む
と
せ
し
幾
日

在
り
き
此
の
潮
の
み
を
恋
し

日
在
り
き

と
歌
集
「
霧
の
中
」
に
詠
ん
だ
、

伊
勢
屋
九
代
目
の
父
は
、
郷
里
の

土
に
還
る
事
が
出
来
た
。

狂
う
ば
か
り
に
懐
か
し
く
、
恋

し
い
郷
里
、
と
は
一
体
何
な
の
だ

ろ
う
か
、
勣
物
の
帰
巣
本
能
、
と

単
純
に
は
片
づ
け
ら
れ
な
い
強
い
、

深
い
心
の
寄
り
所
を
、
郷
里
の
風

土
を
思
う
万
感
の
心
象
を
、
父
の

上
に
見
て
い
た
私
は
、
二
百
四
十

年
前
の
、
多
賀
丸
乗
組
員
と
相
通

ず
る
の
で
は
な
い
か
と
、
思
う
の

で
す
。
小
説
「
望
郷
」
は
格
調
の

高
い
、
純
文
学
作
品
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
展
開
を
期
待
す
る
の
で

す
。

日本人になぜ左利きが少な冖か

人のからだの形はだいたい左

‾右対称 にで きてい ますが、于の働 き

には左と右でかなりの違いがあり、人に

はそれぞれ利き手というものがあります。利き

手ならば箸を持つことも字を書くことも自由に

できますが、反対側の手ではなかなかうまくぃ

きません。このように、左右どちらかの手の働

きがとくによく発達すること・は、ほかの動物に

はみられない、人間に特有な性質のひとっです。

足にも 右と左 の使い 分け かある

右利きと左利きを比べると、左利きの人はど

この国でも少数派ですが、国によって左利きの

人の割合がすこし違います。アメリカやカナダ

では左手で字を書く人が１０人に１人（１０％）ぐ

らいの割合でぃますが、日本では３０人から５０人

に１人（２～３％）ぐらいしかいません。 この違

いは、日本のほうが箸や鉛筆を右手に持たせる

しつけがアメリカよりきびしいからではないか、

といわれています。その証拠に、しつけのあま

りやかましくないボーフレ投げや石投げについて

調べてみますと、日本で も左利きの割合が１０％

もあります。

利き手ほどはっきりはしませんが、足にも左

右の使い分けがあります。ボールをけるのには

１０人中９人が右足を使いますが、高とびや幅 と

びのけり足には１０人のうち４人以上が左を使い

ます。このように、同じ人で も動作の種類によ

って右を使う場合と左を使う場合があります。

左 右の 使い 分けを 観察し よう

さて、皆さんは服を着るときどちらの袖から

先に腕を通しますか。靴をぱくときにはどちら

から先にはきますか。自転車に乗るときはどち

ら側から乗りますか。背中をかくのはどちらの

手ですか。両手を組んだときどちらの手の親指

が上になりますか。

こういういろいろな動作と利き手・利き足と

のあいだにはどんな関係があるのでしょう。お

友達や家族の皆さんの動作をよく観察して調べ

てみませんか。
指導一国立科学博物館人類研究部長・山口 敏



保 健 婦 だ よ り

２月１日～ア日までは

成人病予防週間です
Ｏ

この週間にちなんで

成人病を正しく理解
しましよう

Ⅲ

積

極

的

に

健

康

づ

く

り

を

現
在
の
医
療
は
、
病
気
に
な
っ

た
人
を
治
療
す
る
だ
け
で
は
十
分

で
な
く
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う

に
予
防
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
健
康
を

よ
り
い
っ
そ
う
た
か
め
る
た
め
に

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
と
い
う
健

康
づ
く
り
に
力
を
い
れ
は
じ
め
て

い
ま
す
。

し
か
も
、
い
ま
や
日
本
は
世
界

一
の
長
寿
国
と
な
り
、
そ
の
結
果

老
人
が
増
え
、
赤
ち
ゃ
ん
の
出
生

が
減
り
、
高
令
化
社
会
と
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
い
つ
ま
で
も
健
や
か

で
あ
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
の

日
常
生
活
の
再
点
検
が
必
要
で
す

健
康
な
成
人
期
を
長
い
あ
い
だ
維

持
し
、
老
齢
期
を
す
こ
や
か
に
お

く
る
た
め
に
は
、
成
人
に
多
い
病

気
で
あ
る
成
人
病
を
予
防
す
る
こ

と
が
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
き

た
の
で
す
。

②

成

人

病

と

は

ど

ん

な

病

気

？

成
人
病
と
い
う
病
気
は
、
肝
臓

病
、
腎
臓
病
と
い
っ
た
特
定
の
ひ

と
っ
の
臓
器
の
病
気
を
さ
す
の
で

は
な
く
、
成
人
し
て
か
ら
の
Ａ
び

と
の
健
康
を
お
び
ゃ
か
し
、
ひ
い

て
は
死
に
い
た
ら
し
め
る
病
気
を

総
称
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
に

は
、
脳
卒
中
、
が
ん
、
心
臓
病
、

糖
尿
病
、
肝
臓
病
、
腎
臓
病
、
高

血
圧
、
動
脈
硬
化
な
ど
が
ふ
く
ま

れ
ま
す
。

成
人
病
は
慢
性
病
の
一
種
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
特
徴
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

１
中
年
す
ぎ
て
急
増
す
る

２
働
き
ざ
か
り
の
、
家
庭
で
は

一
家
の
柱
と
も
い
う
べ
き
成

人
を
お
そ
う

３
初
期
に
は
自
覚
症
状
が
み
ら

れ
な
い

４
原
因
が
（

ツ
キ
リ
し
な
い
こ

と
が
多
い

５
悪
い
の
か
、
悪
く
な
い
の
か

そ
の
さ
か
い
が
（

ツ
キ
リ
し

な
い

６
ガ
ン
Ｊ
に
進
行
す
る

ひ
そ
か
に
治
る
こ
と
な
く
何

１０
年
も
か
け
て
進
行
し
て
い
く

７
ひ
と
り
で
、
い
く
つ
も
の
病

気
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
８
習
慣
病
と
い
わ
れ
、
生
後
か

ら
成
人
ま
で
の
生
活

様
式

（
食
生
活
・
運
動
・
喫
煙
、

飲
酒
な
ど
）
と
深
い
関
連
が

あ
る
。

９
日
常
好
ま
し
い
健
康
習
慣
を

続
け
る
こ
と
が
予
防
に
っ
な

が
る
。
ま
た
、
あ
る
程
度
は

改
善
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

苡

冬

の

脳

卒

中

・

心

臓

病

に

ご

用

心

昔
か
ら
冬
は
脳
卒
中
や
心
臓
病

の
発
作
が
多
く
な
る
季
節
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

１２
月
～
２
月
の
寒
い
時
期
に
は

６
～
８
月
の
儕
い
時
期
に
比
べ
て

１
．
５
倍
も
脳
卒
中
・
心
臓
病
に
よ
る

あ な た の 生 活 習 慣 は ど ん な ○ ？

右ページのチェックで、小さな○なら合４亂 記の事項をよく守り、健康生活を築いて廴

大きな○の人は心配です。高血圧の予防は、 つてください。

成人病全体の予防にも共通しています、下



死
亡
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ど
う
し
て
か
と
言
う
と

冬
に
な
り
気
温
が
下
が
る
と
末
梢

の
方
の
血
管
が
収
縮
し
、
血
圧
が

上
が
り
ま
す
。
血
圧
が
上
が
る
と

そ
れ
だ
け
心
臓
に
多
く
の
負
担
が

か
か
り
、
心
臓
は
肥
大
し
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
心
臓
の
筋
肉
の
酸

素
が
不
足
し
、
病
気
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

脳
卒
中
、
心
臓
病
は
、
動
脈
の

壁
が
か
た
く
な
っ
て
、
内
面
の
ス

ベ
ス
ベ
が
な
く
な
り
、
弾
力
性
が

な
く
、
モ
ロ
く
な
っ
た
た
め
に
お

こ
る
動
脈
硬
化
と
、
高
血
圧
が
あ

い
ま
っ
て
発
病
を
す
る
こ
と
が
多

い
わ
け
で
す
。

動
脈
硬
化
と
高
血
圧
の
関
係
は

動
脈
硬
化
が
あ
る
と
、
全
身
に
血

液
を
充
分
に
流
す
た
め
に
は
、
よ

り
十
二
分
に
心
臓
が
収
縮
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、

血
圧
が
高
く
な
り
ま
す
。

Ｏ
日
常
生
活
の
注
意

日
常
生
活
の
中
で
次
の
よ
う
な

こ
と
は
、
血
圧
を
上
げ
、
発
作
を

起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

１
寒
さ
と
急
激
な
温
度
の
低
下

寒
冷
対
策
と
し
て
次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
夜
間
の
ト
イ
レ
に
は
、
丹
前

や
ガ
ウ
ン
を
着
て
行
く

で
き
れ
ば
ト
イ
レ
を
暖
か
く

す
る
。
老
人
に
は
、
し
び
ん

な
ど
を
用
意
し
て
お
く
。

〇
朝
の
洗
顔
に
は
お
湯
を
使
う

○
入
浴
の
際
の
脱
衣
は
暖
か
い

部
屋
で
行
う

〇
血
圧
の
高
い
人
は
、
一
番
風

呂
に
は
入
ら
な
い

一
般
に
、
一
番
風
呂
は
熱
く

て
冷
ま
す
の
に
時
間
が
か
か

り
、
浴
室
も
暖
ま
っ
て
い
な

い
た
め
に
、
は
だ
か
で
い
る

と
体
が
冷
え
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
。

Ｏ
薄
着
の
ま
ま
で
急
に
寒
い
と

こ
ろ
に
は
出
な
い

２
過
度
の
ス
ト
レ
ス

不
安
、
悲
し
み
、
心
配
事
な

ど
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
解

決
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う

３
過
労
無
理
な
残
業
、
徹
夜
マ
ー
ジ

ャ
ン
、
深
酒
な
ど
は
禁
物
で
す

睡
眠
不
足
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん

日
頃
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

４
用
便
便
所
で
い
き
む
と
血
圧
が
急

上
昇
し
、
発
作
を
起
こ
す
き
っ

か
け
に
な
り
ま
す
。
く
も
膜
下

出
血
で
死
亡
し
た
人
の
２０
パ
ー

セ
ン
ト
は
用
便
中
に
発
作
を
起

こ
し
て
い
ま
す
。
便
秘
し
な
い

よ
う
に
、
日
頃
か
ら
繊
維
成
分

の
多
い
野
菜
を
と
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

沌

予

防

は

定

期

的

な

健

康

診

査

か

ら

０
４０
才
か
ら
は
、
少
な
く
と
も

年
一
回
は
、
健
康
診
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

健
康
に
自
信
が
あ
る
大
で
も
、

健
康
診
査
が
必
要
で
す
。

血
圧
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る

人
は
、
月
一
回
は
血
圧
を
測
定
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
査
の
結
果
、
何
ら
か
の

異
常
が
み
っ
か
っ
て
も
決
し
て
恐

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期

に
、
正
し
い
治
療
と
日
常
生
活
の

管
理
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
健

康
人
と
変
わ
ら
ず
長
生
き
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

２月の保健事業

成人病予防週間（２月１日～７日）

４ 日（水） 両 佐 井 成 人 病 教 室

５ 日沐） 原 田 成 人 病 教 室

１２日（淞 栄 養 教 室

２０日洳 乳 児 検 診

３ 才 児 検 診

２６日床 乳 児 相 談

健康づくりのヒント

中高年者の

生活チェック

①規則正しい生活リズムをつくる

よう㈲かけていますか （ ）

②１週間に１回は体重を測り、肥

満に注意していますか （ ）

③年齢に合わせた運動を週３回は

実行していますか （ ）

④ストレス解消法としての趣味を

もっていますか （ ）

⑥酒は１日１合以下、タバコは吸

っても１０本以下ですか （ ）

⑥仕事仲間や家族以外に心の友と

呼べる人はいますか （ ）

⑦動物性脂肪を控え、野菜をたっ

ぷり食べていますか （ ）

⑧病気は慢性化しないうちに治す

よう心かけていますか （ ）

－ カッコ内に○×をつけ、Ｘ

のっく項目は早く改めましょう。



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

元

暴

走

族

少

年

等

の

手

記

も
っ
と
自
分
を
大
切
に

す
れ
ば
よ
か
っ
た

Ｉ

（
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス

１９
歳
）

茶
色
に
染
め
た
髪
の
間
か
ら
、

ド
ロ
ド
ロ
の
黒
い
血
が
吹
き
だ
し

て
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
流
れ
て
い

た
。
こ
れ
は
国
道
で
の
凄
惨
な
衝

突
現
場
で
す
。

私
は
、
暴
走
族
の
り
し
ダ
ー
の

バ
イ
ク
に
乗
せ
て
も
ら
い
、
暴
走

を
始
め
た
直
後
の
こ
と
で
し
た
。

ガ
ア
ー
ン
と
い
う
音
を
聞
い
た
よ

う
な
気
が
し
九
時
、
リ
ー
ダ
ー
は

宙
を
舞
い
、
道
路
に
投
げ
だ
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
は
即
死
、

私
は
全
治
六
ヶ
月
の
重
傷
で
し
た
。

私
か
暴
走
族
に
入
っ
た
の
は
、

高
校
一
年
の
二
学
期
で
し
た
。
一

生
懸
命
勉
強
し
て
入
学
し
た
の
で

す
が
、
苦
労
し
た
割
に
は
味
気
の

な
い
私
の
高
校
生
活
で
し
た
。
そ

れ
に
、
母
親
の
意
見
に
従
っ
て
、

少
し
無
理
を
し
て
入
っ
た
の
で
成

績
は
い
っ
も
下
、
よ
け
い
に
お
も

し
ろ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
時
、
中
学
時
代
の
友
だ

ち
の
誘
い
に
の
り
、
車
で
暴
走
し

て
回
り
ま
し
た
。
暴
走
族
に
入
っ

て
か
ら
、
よ
け
い
に
学
校
に
行
く

の
が
い
や
に
な
り
ま
し
た
。
成
績

や
世
間
の
こ
と
し
か
言
わ
な
い
母

親
は
少
言
の
毎
日
で
す
。
私
は
、

こ
れ
に
反
発
す
る
か
の
よ
う
に
酒

も
ク
バ
＝
も
シ
ン
ナ
ー
も
覚
え
ま

し
た
。
と
う
と
う
私
は
、
高
校
二

年
で
退
学
し
ま
し
た
。
父
、
母
と

け
ん
か
を
し
て
、
何
回
も
家
出
を

繰
り
返
し
、
も
う
そ
の
当
時
は
、

先
生
の
こ
と
は
何
も
考
え
ま
せ
ん

で
し
た
し
、
世
の
中
に
何
も
面
白

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
暴
走
す
る
こ
と
だ
け
が
生
き

が
い
で
し
た
。
人
に
は
よ
く
「
暴
走

族
に
入
る
と
事
故
で
死
ぬ
ぞ
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
「
暴
走
し
て
死

ぬ
な
ら
本
望
だ
」
と
考
え
て
暴
走

を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
実
に
死
の
恐
怖
に

直
面
し
た
時
は
、
そ
れ
が
「
恐
い

も
の
知
ら
ず
の
強
が
り
」
で
し
か

な
い
こ
と
が
よ
り
分
り
ま
し
た
。

死
と
い
う
事
を
知
ら
な
か
っ
た
か

ら
こ
そ
言
え
た
言
葉
で
す
。
病
院

を
退
院
後
、
暴
走
族
と
は
手
を
切

り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ウ
エ
イ
ト
レ

ス
に
な
り
ま
し
た
。
事
故
の
後
遺

症
か
ら
、
月
の
半
分
以
上
は
店
を

休
み
、
病
院
通
い
を
す
る
あ
り
さ

ま
で
す
。
眷
に
な
り
真
新
し
い
セ

土
フ
ー
服
姿
を
見
る
た
び
に
、
も

っ
と
自
分
を
犬
切
に
す
れ
ば
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
父
通
安
全
あ
お
も
り
か
ら
Ｉ

ご ぞ んじ で すか

安全運転義務違反
（道交法第７０条）

運転は、ハンドル、ブレー
キ、その他の装置を確実に操
作し、かつ道路、交通及び当

該車輛等の状況に応じ、他人
に危害を及ぼさないような速
度と方法で運転しなければな

りません。
罰則、三ヶ月以下の懲役また
は、三万円以下の罰金
一 佐井駐在所 一

年末・年始のカーブミラー清掃

佐
井
中
二
年

藤
田
勝
人

若
山

朝

救
急
車
が
出
動
す
る
た
び
、
交

通
事
故
か
な
と
い
つ
も
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

冬
休
み
に
私
た
ち
は
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
清
掃
を
し
ま
し
た
。

年
末
の
十
二
月
二
十
五
日
は
、

一
年
間
の
は
こ
り
を
取
っ
て
き
れ

い
に
し
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
安
全
運
転
を
し
て
も
ら
い

た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
年
始
の
一

月
十
三
日
は
、
雪
も
だ
い
ぶ
積
り

道
幅
も
狭
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

車
を
運
転
す
る
人
は
、
大
切
な
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
き
ち
ん
と
見
て
、

安
全
を
確
認
し
て
も
ら
い
た
い
の

で
す
。
私
た
ち
も
道
路
を
歩
行
す

る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
安
全
を
守

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
月
の
標
語

奥
本

裕
一

無
灯
火
で
乗
る
な
乗
せ
る
な

み
の
が
す
な



総会に参加しましよう

佐井村交通安全母の会総会
も真近です。今回は、特に三
役改選があります。近日中に
総会の日程のおしらせが回り
ますので、一人でも多くのみ
なさんに出席していただき、
自分の家庭から交通事故の犠
牲者を決して出さないため、
しっかりと話しを聞いておき
ましょう。
家族の尊い生命を守るのは
お母さん自身の心の持ち方に
あるようです。交通事故のな
い、平和で明るい本寸づくりを
みんなの力 で進めましょう。

原

付

免

許

の

講

習

会

に

出

席

し

て

大
佐
井

佐
々
木
と
も
子

こ
の
た
び
、
原
付
免
許
の
講
習

会
に
出
席
し
、
念
願
の
免
許
を
耿

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
冊
の
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
で
も

の
み
込
み
が
悪
く
、
一
時
や
め
よ

う
と
さ
え
思
っ
た
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
主
人
や
子
ど
も
た
ち
の

励
ま
し
に
、
チ
ャ
ン
ス
を
逃
が
し

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
直
し
、
講

習
を
受
け
た
も
の
で
し
た
。

い
っ
も
主
人
の
運
転
す
る
車
の

助
手
席
で
、
い
び
き
を
か
い
て
い

た
私
で
し
た
が
、
交
通
法
規
や
標

識
等
を
勉
強
し
た
お
か
け
で
、
主

人
の
運
転
に
も
気
を
配
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

車
社
会
の
今
日
、
一
人
の
ラ
イ

ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
ル

ー
ル
を
守
り
、
安
全
に
注
意
し
な

が
ら
運
転
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。地
元
で
こ
の
よ
う
な
企
画
か
お

り
、
大
勢
の
方
が
喜
ん
で
講
習
を

受
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
一

人
と
し
て
、
母
の
会
、
大
間
警
察

署
、
そ
の
他
関
係
者
の
み
な
さ
ん

に
感
謝
し
、
お
礼
を
の
べ
た
い
と

思
い
ま
す
。

感
謝
状
を
送
る

大間警察署では、昭和六十
一年中心 警察活動に理解と
協力のあった団体と個人に対
し、感謝状を送り労をねぎら
いました。
今回、感謝状を受けた方々
は、次のとおりです。

団体 佐井村交通安全母の会
竹内自動車工業

個人 細 川 勇 次仲道）
川 村 昇 一（磯谷）
工 藤 せつ子（古佐井）
宮 野 蘭 子（糠森）

・バイク編

追
い
越
し

意
外
に
か
か
る
距
離
と
時
間

「追い越しなんて、フフツという問にできる

さ」などと思っているう イダーはいませんか。

高速で走っているときや追い越そうとする前

車との速度差があまりないときは、意外 二時

間がかかり、長い距離が必要になります。

時速∠１０キロで走っている車を２０メート ル後

方から時速５０キロで追い越し ２０メート ルの

差をつけるためにはなんと ２３５メート ルも走

らなければなりません。時間は約ＩＺ秒もかか

り ます
Ｏ
（図参照）

これら の数字を見ても杓かるように、曲が

り 角など対向車の見えない見通しの悪い所で

の無理な追い越しは、 自゙殺行為″だといえる

でしょう
Ｏ追
い越しをするときは、前の車と

の速度差があることと前方の安全を十分確認

してください
Ｏ
また、少なくとも次の５点に

ついて確認しましようＯ

①追い越し禁止区間でないか

②対向車はないか、対向車との距離は十分か

③追い越したあと、もとの車線に戻れるスヘ

ースガあるか

④前方に障害物はないか

０ 前の車、あるいは後ろの車が追い越しをか

けようとしていないが



税
務
だ
゛
り

確定申告は

正しく、お早めに

昭
和
六
十
一
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
は
、
二
月
十
六
囗
か
ら

三
月
十
六
囗
ま
で
で
す
。

所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
と
税

額
を
、
納
税
者
自
身
が
税
法
に
従

っ
て
正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
、

納
税
す
る
と
い
う
申
告
納
税
制
度

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

昨
年
一
年
間
の
所
得
と
税
額
を

正
し
く
計
算
し
、
お
早
め
に
申
告

と
納
税
を
し
ま
し
ょ
う
。

納

税

は

期

限

内

に

所
得
税
の
納
税
方
法
に
、
振
替

納
税
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
銀
行
な
ど
の
預

金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て
納
税

す
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
納
税

の
た
め
の
手
数
が
少
な
く
て
済
み

ま
た
、
つ
ぃ
う
っ
か
り
納
期
限
を

忘
れ
て
滞
納
し
て
し
ま
う
こ
と
も

な
く
な
り
、
大
変
便
利
で
す
。

新
た
に
振
替
納
税
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
預
貯
金
先
の
金
融
機

関
か
税
務
署
に
「
預
貯
金
口
座
振

替
依
頼
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

贈与税の申告を

お忘れなく
昭
和
六
十
一
年
分
の
贈
与
税
の

申
告
は
、
二
月
一
囗
か
ら
三
月
十

六
日
ま
で
の
間
に
、
贈
与
を
受
け

た
方
の
住
所
地
の
税
務
署
に
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
贈
与
を
受
け
た
財
産
の

評
価
方
法
や
贈
与
税
の
計
算
方
法

な
ど
で
お
分
り
に
な
ら
な
い
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
最
寄

り
の
税
務
相
談
室
や
税
務
署
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

に
せ
税
理
士

に

ご
注
意

を

税
金
の
申
告
手
続
き
な
ど
を
税

理
士
に
依
頼
す
る
際
に
は
、
正
規

の
税
理
士
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確

か
め
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
作
成
や
税
務
相
談
は

税
理
士
以
外
に
は
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す

と
、
税
理
士
業
務
を
行
う
資
格
の

な
い
人
が
、
申
告
書
の
作
成
な
ど

を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
「
に
せ
税
理
士
」
は
、
法

律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
納

税
者
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
税
務
署
で
は
「
に

せ
税
理
士
」
の
排
除
に
努
め
て
い

ま
す
。
な
お
、
東
北
税
理
士
会
で
は
、

納
税
者
の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
税

務
相
談
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
次

の
税
務
指
導
所
を
設
け
て
い
ま
す
。

青
森
税
務
指
導
所

青
森
市
本
町
四
丁
目
八
－

十
三

青
森
県
税
理
士
会
館
内

昔（
○
一
七
七
）
七
＝
丁

六
七
九
七

納

税

は

「

振

替

納

税

」
で

振
替
納
税
は
、
既
に
８０
％
以
上

の
方
々
が
利
用
さ
れ
、
「
便
利
で

安
全
」
と
大
変
好
評
で
す
。

〈
振
替
納
付
日
〉

納
期
限
は
三
月
十
六
囗
㈲
で
す

が
、
振
替
を
利
用
し
た
場
合
、
預

金
口
座
か
ら
の
引
き
落
し
日
は
四

月
十
日
廁
で
す
の
で
、
大
変
有
利

で
す
。
〈
手
続
き
は
簡
単
〉

振
替
依
頼
書
に
所
要
事
項
を
記

載
の
上
、
税
務
署
、
役
場
税
務
係

金
融
機
関
窓
口
に
提
出
す
る
だ
け

で
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代
の
今
、

あ
な
た
も
振
替
納
税
の
ご
利
用
を
。

（
問
い
合
せ
先
〉

む
つ
税
務
署
酋
二
二
上

二
二
九
四

年
龠
だ
よ
Ｕ
’

国
民
年

金
の
納
付

組
織
に

加
入
し

ま
し

ょ
う

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
厚
生
年
金
保

険
料
や
、
公
務
員
の
共
済
組
合
掛

金
は
、
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る

の
で
安
心
で
す
が
、
自
営
業
者
な

ど
の
国
民
年
金
保
険
料
は
自
主
納

付
の
た
め
、
と
も
す
れ
ば
納
め
忘

れ
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
納
め
忘
れ
を
防
ぎ
、

ひ
と
り
ひ
と
り
が
納
め
に
行
く
手

間
を
省
く
た
め
に
、
地
域
の
人
達

が
結
集
し
た
の
が
「
国
民
年
金
保

険
料
納
付
組
織
」
で
す
。

こ
の
納
付
組
織
は
、
○
○
納
税

貯
蓄
組
合
や
○
○
婦
人
部
な
ど
の

名
称
で
、
係
の
人
が
個
々
の
事
情

に
合
わ
せ
て
集
金
を
し
て
く
れ
る

な
ど
何
か
と
便
利
で
す
。

あ
な
た
も
、
国
民
年
金
の
納
付

組
織
に
加
入
し
て
、
保
険
料
を
完

納
し
ま
し
ょ
う
。

年

金

手

帳

を

大

切

に

し

ま

し

ょ

う

国
民
年
金
に
初
め
て
加
入
よ
ま

す
と
、
記
号
番
号
、
氏
名
、
生
年

月
日
と
住
所
が
記
入
さ
れ
た
年
金

手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
年
金
手
帳
に
は
、
厚
生
年

金
と
船
員
年
金
の
記
号
番
号
も
記

載
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
記
号
番
号
は
将
来
に
わ

た
っ
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

仕
事
が
変
わ
っ
た
り
、
氏
名
や

住
所
が
変
わ
り
ま
し
た
ら
、
役
場

の
年
金
係
に
こ
の
年
金
手
帳
を
持

参
し
、
変
更
届
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

社
会
保
険
庁
の
＝
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
も
、
あ
な
た
の
記
録
が
大
事

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
一
生
に
わ
た
り
、
一
制
度

一
番
号
の
あ
な
た
の
年
金
手
帳
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。



雪

害

に

備

え

よ

う

昨
冬
は
、
津
軽
地
方
を
中
心
に

三
年
連
続
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、

特
に
青
森
市
で
は
二
月
六
日
に
積

雪
の
深
さ
が
一
九
四
ｍ
に
達
し
、

青
森
地
方
気
象
台
の
観
測
史
上
第

三
位
の
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
雪
の
た
め
、
県
内
各
地

で
交
通
機
関
が
一
時
麻
痺
し
た
ほ

か
、
多
く
の
被
害
が
発
生
し
、
県

民
生
活
に
多
大
の
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
人
的
被
害
と
し
て
は
、
雪
に
よ

る
死
者
が
五
名
、
負
傷
者
が
八
十

一
名
発
生
し
た
ほ
か
、
住
家
の
一

部
破
損
、
床
上
浸
水
が
二
一
二
件

発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
道
路
や

り
ん
ご
樹
な
ど
に
多
く
の
被
害
を

受
け
、
被
害
総
額
は
百
一
億
三
千

万
円
に
達
し
ま
し
た
。

雪
に
よ
る
死
亡
や
負
傷
の
原
因

は
、
屋
根
な
ど
の
雪
下
ろ
し
作
業

中
に
お
け
る
転
落
に
よ
る
も
の
が

六
二
％
と
死
傷
原
因
の
過
半
数
を

占
め
、
屋
根
か
ら
の
雪
や
氷
塊
の

落
下
に
よ
る
も
の
が
三
〇
％
と
続

い
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
原
因
で

雪
に
よ
る
死
傷
原
因
の
大
部
分
を

占
め
て
い
ま
す
。

雪
害
を
な
く
し
、
安
全
な
生
活

を
送
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

コ

屋
根
の
雪
降
し
作
業
は
、
龠

綱
を
着
け
て
行
う
。

二
、
雪
降
し
作
業
中
の
現
場
付
近

を
通
る
と
き
は
、
頭
上
に
注
意

す
る
。

三
、
火
災
の
際
、
容
易
に
避
難
囗

を
確
保
す
る
。

四
、
水
が
あ
ふ
れ
、
床
上
浸
水
な

ど
の
原
因
と
な
る
の
で
、
側
溝

や
用
水
ぜ
き
に
は
雪
を
投
棄
し

な
い
。

五
、
火
災
の
際
、
消
火
作
業
の
妨

げ
と
な
る
の
で
、
消
火
栓
や
防

火
水
槽
の
周
り
に
は
雪
を
投
棄

し
な
い
。

六
、
消
防
車
な
ど
の
通
行
や
市
町

村
の
行
う
除
排
雪
作
業
の
妨
げ

と
な
る
の
で
、
路
上
に
は
駐
車

し
な
い
。

七
、
交
通
の
妨
げ
と
な
る
の
で
、

道
路
に
は
雪
を
投
棄
し
な
い
。

纛
時
記

こ
た
つ

こ
た
つ
は
頭
寒
足
熱
弍
の
理
想

的
な
暖
房
と
し
て
昔
か
ら
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

「
最
近
は
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
な
く
な
っ
て
困
る
け

ど
、
冬
に
な
る
と
こ
た
つ
に
全
員

集
ま
る
の
で
楽
し
い
」
と
言
っ
て

い
る
人
も
い
ま
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
今
は
、
昔

の
よ
う
な
木
炭
の
こ
た
つ
は
影
を

ひ
そ
め
、
こ
た
つ
と
い
え
ば
電
気

こ
た
つ
で
す
。
そ
れ
も
家
具
調
こ

た
つ
な
ど
と
い
っ
て
、
下
側
の
出

っ
張
り
が
な
く
、
こ
た
つ
を
使
わ

な
い
季
節
に
は
テ
ー
ブ
ル
と
し
て

利
用
で
き
る
も
の
に
人
気
が
あ
り

ま
す
。
近
ご
ろ
は
外
国
人
に
も
こ
た
つ

の
愛
用
者
が
多
い
よ
う
で
す
。
米

食
、
と
く
に
寿
司
が
ア
メ
リ
カ
で

喜
ば
れ
、
ま
た
日
本
の
布
団
を
愛

用
す
る
外
国
人
が
多
い
と
聞
く
と
、

日
本
の
ヤ
ン
グ
が
、
そ
れ
ら
を
見

直
す

。逆
輸
入
現
象
″
が
目
立
ち

ま
す
が
、
こ
た
つ
も
ま
た
そ
う
な

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
え
ば
、
一
般
に
掘
り
ご

た
つ
と
い
わ
れ
る
腰
掛
式
の
こ
た

つ
を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
あ
れ

を
最
初
に
作
っ
た
の
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
陶
芸
家
バ
ー
ナ
ー
ド
ー
リ
ー

チ
氏
で
、
明
治
の
末
の
こ
と
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
月
は
こ
た
つ
な
ど
の
暖
房
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
く
消
費
す
る
季

節
な
の
で
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

で
は
、
二
月
を
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
現
在

は
原
油
価
格
の
低
下
や
円
高
の
影

響
な
ど
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
は

ひ
と
こ
ろ
ほ
ど
悪
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
う
い
う
時
こ
そ
油
断
せ

ず
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ
く
利

用
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
た
い
も

の
で
す
。



Ｎ

Ｈ

Ｋ

学

園

の

通

信

講

座

で

学

習

を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
生
涯
学
習

講
座
の
春
の
受
講
生
と
高
等
学
校

の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方

は
。
〒
一
八
六

東
京
都
国
立
市

富
士
見
台
ニ
ー
三
六
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学

園
八
Ｆ
十
一
係
に
、
講
座
名
お
よ

び
あ
な
た
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
（

ガ
キ
に
記

入
し
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
電
話

に
よ
る
受
け
付
け
も
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号
は
○
四
二
五
－

七
二
丿

三
一
五
一
で
す
。
案
内
書
は
無
料

で
す
。

春

心
全
国
火

災
予
防

運

動

２

月

２８

日

～

３

月

１３

日

「
防
火
の
大
役
・
あ
な
た
が
主
役
」

私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
は
、

た
く
さ
ん
の
「
火
災
の
種
」
が
あ

り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

か
ら
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

次
の
「
火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン

ト
」
を
守
り
、
火
災
予
防
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

〈 火 の 用 心 フ つ の ポ イ ン ト 〉

１．寝たばこやたばこの投げ捨てはしない

２．子供は、マッチやライターで遊ばせない

３．風の強いときは、たき火をしない

４．天ぷらを揚げるときは、その場を離れ

ない

５．家のまわりに燃えやすいものを置かない

６．ふろの空だきをしない

７．ストーブには、燃えやすいものを近づ

けない

自 衛 官 募 集

防衛庁では、昭和６１年度第

四次、陸・海・空の自衛官（昭

和６２年３月高校卒業見込者を

含む）を募集していますｏ

詳しいことは、役場民生相

談課 ０ ３８―２１１１）または自

衛官むつ募集事務所（登２２－

７４８４）へお問い合せください。

投

稿

首

長
・一
ｔ
ｍ

選

挙
に

甼

っ

古

佐

井

佐
井

村
を
愛

す

る
一
村

民

今
回
の
首
長
選
を
、
村
民
の
み

な
さ
ん
、
ど
う
考
察
し
た
で
し
ょ

う
か
。
首
長
選
は
、
村
民
を
代
表

す
る
人
格
者
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
や
し
く
も
、
悪
質
な
行
動
、

行
為
は
、
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
は
ず
で
す
。

村
議
選
も
四
月
仁
行
わ
れ
る
よ

う
で
す
。
四
年
に
一
度
だ
け
、
村

政
に
直
接
参
加
で
き
る
機
会
で
す
。

親
子
選
、
ま
た
利
害
関
係
の
な
い
、

正
々
堂
々
（
＝
ソ
＝
ソ
し
な
い
）

活
力
の
あ
る
議
員
を
選
び
た
い
も

の

で

す

。

暗

く
な

い
村

政

を
期

待

し
ま
亥

有

権

者

の
み

な

さ

ん
、

お

互

い

に

人

を

見

る

目
を

鍛

え

、
き

れ

い

な

明

る

い
村

づ
く

り

に

っ
と

め

よ

う

で

は

あ

り

ま
せ

ん

か

。

二

部

字
句

修

正

）

・
Ｔ
亠
・
・
Ｔ
亠
・
・
Ｔ
亠・

み

な
さ

ん

か
ら

の

投
稿

を

お

ま

ち

し

て

い

ま

す
。

ご

意

見

、

ご
要

望

な

ど
何

で

も

か
ま

い
ま

せ

ん

。
住

所

、

氏
名

を

お
書

き

添

え

の
う

え

、

総
務

課
ま

で
お

願

い

し

ま
す

。

満１歳になります

金沢真由美ちゃん

（茂・厚子）
大佐井

満１歳になる赤ちゃんを

募集していますＯ

満一歳になる誕生月の前の
月江 総務課まで連絡くださ
し丶。

戸 籍 の 窓 口

１月１４日現在

Ｏ お誕生 おめでとう

田中 強（充） 大佐井

田名部要恵（二郎） 大佐井

○ご 結婚おめでとう

（佐藤 清喜 岩出山町

竹内 綾子 古佐井

（畑井 壽雄 むっ市

横浜 つね子 磯 谷

（加藤 隆 脇野沢村

佐賀 幸子 古佐＃

Ｏ おくやみ申し上げます

園子 福松（秋雄） 大佐井

野村 きよ（市郎） 牛 滝

田中 サワ（三次郎）福 浦

福田 はぎ（徳美） 磯 谷

１２月３１日現在人口 （前月比）

男 ２，０２４ （＋２）

女 ２，０１１ （＋３）

｀計 ４，０３５ （＋５）
世帯数 １，１３４ （＋１）
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